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ス
フ
ォ
ー
ド
の
ス
ポ
ー
ツ
マ

ン
（
ボ
ー
ト
や
ク
リ
ケ
ッ
ト

の
選
手
）
と
し
て
知
ら
れ
て

い
た
彼
の
参
加
は
、
周
囲
の

笑
い
を
誘
っ
た
と
い
う
。
実

際
、
Ｗ
Ｍ
Ｃ
の
二
代
目
校
長

と
な
る
ヒ
ュ
ー
ズ
は
、
ボ
ク

シ
ン
グ
や
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
フ

ッ
ト
ボ
ー
ル
を
は
じ
め
と
す

る
ス
ポ
ー
ツ
の
指
導
に
熱
心

で
あ
っ
た
。
同
僚
や
学
生
に

も
人
気
が
あ
っ
た
と
い
う
。

ラ
ス
キ
ン
や
ロ
セ
ッ
テ
ィ
、

そ
の
他
の
ラ
フ
ァ
エ
ロ
前
派

の
画
家
た
ち
が
教
鞭
を
取
っ

た
こ
と
も
あ
り
、
Ｗ
Ｍ
Ｃ
の

教
育
は
広
く
宣
伝
さ
れ
た
。 

	
 
 

 	
 	
 	
 	
 	
 

 
今
回
は
、
一
八
五
四
年
に

労
働
者
の
教
育
を
目
的
と
し

て
創
立
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
労

働
者
カ
レ
ッ
ジ
（W

orking 
M
en's College

）
を
紹
介
し

た
い
。
初
代
校
長
は
キ
リ
ス

ト
教
社
会
主
義
運
動
を
主
導

し
た
Ｆ
．
Ｄ
．
モ
ー
リ
ス
で

あ
り
、
美
術
評
論
家
の
ジ
ョ

ン
・
ラ
ス
キ
ン
、
画
家
・
詩

人
の
Ｄ
．
Ｇ
．
ロ
セ
ッ
テ
ィ
、

小
説
家
の
Ｅ
．
Ｍ
．
フ
ォ
ー

ス
タ
ー
ら
が
教
鞭
を
取
っ

た
。
ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
社

会
主
義
運
動
の
メ
ン
バ
ー
で

も
あ
っ
た
ト
マ
ス
・
ヒ
ュ
ー

ズ
は
、
Ｗ
Ｍ
Ｃ
の
教
壇
に
立

つ
傍
ら
、
一
八
五
七
年
に
小

説
『
ト
ム
・
ブ
ラ
ウ
ン
の
学

校
生
活
』
を
執
筆
し
、
こ
れ

が
大
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
と
な
っ

て
一
躍
脚
光
を
浴
び
た
。 
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て
聖
事
に
用
い
ら
る
る
意
味
に
お

い
て
聖
徒
で
あ
る
。」 

 

ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
長
篇
小

説
『
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
兄
弟
』
の
主

人
公
、
ア
リ
ョ
ー
シ
ャ
は
、
正
教
会

の
修
道
僧
だ
が
、リ
ー
ズ
と
い
う
女

性
に
想
い
を
寄
せ
る
。神
に
召
さ
れ

て
生
き
る
彼
で
す
ら
、《
地
上
的
な

カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ
の
力
》か
ら
は
逃
れ

ら
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
な
お
、
神
に

従
っ
て
生
き
る
決
断
を
通
じ
て
、人

は
真
正
の
自
由
を
得
る
。
―
そ
の

よ
う
な
者
と
し
て
歩
み
た
い
。 

「
ど
う
し
て
キ
リ

ス
ト
教
社
会
主
義

の
研
究
を
は
じ
め

よ
う
と
思
っ
た
の

か
、『
君
自
身
の
問

題
』
が
見
え
て
こ

な
い
」
と
の
指
摘 

を
い
た
だ
い
た
。
そ
の
答

え
は
、「
自
分
は
労
働
者
階

級
な
の
だ
」
と
い
う
意
識

の
目
覚
め
、
に
尽
き
る
。 

 

二
〇
一
〇
年
代
、
ソ
ー

シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
で
多
様

な
人
々
と
交
流
を
は
じ
め

た
頃
、
東
京
の
学
生
た
ち

の
華
や
か
さ
に
驚
い
た
。

北
九
州
市
で
生
ま
れ
育
っ

た
自
分
の
学
生
時
代
は
、

彼
ら
と
比
べ
れ
ば
、
あ
ま

り
に
慎
ま
し
か
っ
た
。
と

は
い
え
、
僕
が
工
業
都
市

に
生
ま
れ
育
ち
、
初
等
教

育
か
ら
大
学
院
ま
で
の
学

費
を
親
に
世
話
し
て
も
ら

っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な

い
事
実
で
あ
る
。「
お
金
に

換
え
ら
れ
な
い
価
値
が
あ

る
」と
い
う
僕
の
信
念
は
、

父
親
の
労
働
の
上
に
、
偽

物
の
象
牙
の
塔
を
築
き
上

げ
た
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。 

 

こ
の
壮
大
な
る
「
放
蕩

息
子
の
帰
還
」
の
物
語
を

生
き
た
経
験
は
、し
か
し
、

今
後
も
な
お
文
化
的
な
活

動
に
傾
倒
す
る
で
あ
ろ
う

僕
の
人
生
を
強
め
る
こ
と

に
な
る
と
信
じ
て
い
る
。 

の
共
同
体
を
建
設
す
る
こ

と
、
そ
れ
が
、
モ
ー
リ
ス
の

掲
げ
た
Ｗ
Ｍ
Ｃ
の
崇
高
な

理
念
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

【
参
考
文
献
】 

（
一
）
藤
井
佳
子
「W

orking M
en's College

の
昨
日
、
今
日
、
明
日

―
ト
マ
ス
・
ヒ
ュ
ー
ズ

が
Ｆ
．
Ｄ
．
モ
ー
リ
ス
ら
と
紡
い
だ
も
う
一
つ
の

学
校
物
語

―
」、『
英
語
学
英
米
文
学
論
集
』
第

三
九
号
（
奈
良
女
子
大
学
英
語
英
米
文
学
会
、
二

〇
一
三
年
三
月
） 

（
二
）関
正
勝「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る「
神
の
国
」

思
想
の
展
開

―
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義
運
動

の
中
で

―
」、『
キ
リ
ス
ト
教
学
』第
二
四
号（
立

教
大
学
キ
リ
ス
ト
教
学
会
、
一
九
八
三
年
一
月
） 

 

 

労
働
者
の
教
育
・
道
徳
訓

練
の
場
の
必
要
性
は
、
キ
リ

ス
ト
教
社
会
主
義
運
動
が

開
始
さ
れ
る
以
前
か
ら
認

識
さ
れ
て
い
た
。
一
八
四
八

年
九
月
、
キ
リ
ス
ト
教
社
会

主
義
の
運
動
家
た
ち
は
、 

Little Orm
ond Yard 

の
住

民
の
た
め
に
夜
学
を
設
立

し
て
い
る
。
ヒ
ュ
ー
ズ
は
こ

の
頃
か
ら
運
動
に
参
加
し

て
い
る
が
、
当
初
、
オ
ッ
ク

 

こ
の
よ
う
に
特
色
豊
か

な
成
人
教
育
機
関
と
し
て

開
講
さ
れ
た
ロ
ン
ド
ン
労

働
者
カ
レ
ッ
ジ
だ
が
、
一
見

す
る
と
、
弁
護
士
の
ラ
ド
ロ

ー
が
目
指
し
た
協
同
組
合
運

動
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主

義
者
た
ち
が
撤
退
し
た
帰
結

の
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
実

際
、モ
ー
リ
ス
ら
の
組
合（
ア

ソ
シ
エ
ー
シ
ョ
ン
）
は
、
Ｗ

Ｍ
Ｃ
が
開
設
さ
れ
た
一
八
五

四
年
の
終
わ
り
に
は
活
動
を

終
了
し
て
い
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
こ
の
学
校
は
、
初
代

校
長
の
モ
ー
リ
ス
が
運
動
の

当
初
か
ら
抱
い
て
い
た
教
育

へ
の
関
心
、
す
な
わ
ち
、「
共

通
の
人
間
性
」
を
人
々
の
う

ち
か
ら
導
き
出
す
と
い
う
深

遠
な
る
目
的
を
掘
り
下
げ
る

も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

モ
ー
リ
ス
は
、
彼
の
神
学

思
想
が
「
異
端
」
で
あ
る
と

の
理
由
か
ら
、
一
八
五
三
年

一
〇
月
に
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ

ッ
ジ
の
教
授
職
を
罷
免
さ
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
か

ら
程
な
く
し
て
、
ロ
ン
ド
ン

労
働
者
カ
レ
ッ
ジ
の
創
立
に

至
っ
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

神
学
者
と
し
て
の
モ
ー
リ
ス

の
思
想
が
脈
々
と
伏
在
し
て

い
る
。
そ
の
中
心
に
あ
る
の

は
、「
神
の
国
」で
あ
り
、「
キ

リ
ス
ト
は
世
界
の
実
際
の
根

柢
で
あ
る
」
と
い
う
確
信
で

 

二
〇
一
五
年
一
〇
月
の
作
歌
で

あ
る
。
内
村
鑑
三
の
『
ロ
マ
書
の
研

究
』
第
五
講
に
、「
聖
か
ら
ざ
る
聖

徒
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
る
。
こ

こ
で
い
う
「
聖
徒
」
は
、「
聖
き
徒

す
な
わ
ち
聖
浄
無
疵
の
徒
を
意
味

す
る
語
で
は
な
い
」と
い
う
。曰
く
、

「
聖
徒
は
ハ
ギ
オ
ス
で
あ
る
。完
全

に
聖
き
者
で
は
な
い
。聖
き
事
の
た

め
に
用
い
ら
る
る
者
で
あ
る
。」「
わ

れ
ら
は
真
に
土
の
器
で
あ
る
。価
値

な
き
、
も
ろ
き
、
や
ぶ
れ
や
す
き
者

で
あ
る
。し
か
し
神
に
聖
別
せ
ら
れ

あ
る
。
モ
ー
リ
ス
に
と
っ
て

の
キ
リ
ス
ト
教
社
会
主
義

は
、「
神
の
国
」
が
あ
ら
ゆ

る
人
間
の
現
実
や
関
係
の

う
ち
に
「
実
在
」
す
る
「
真

実
」
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
す

る
も
の
で
あ
り
、
人
間
の
関

係
性
を
掘
り
下
げ
、
そ
の
根

柢
に
「
神
の
秩
序
」
を
発
見

し
、
人
間
存
在
を
「
再
生
」

さ
せ
る
こ
と
を
目
指
す
も

の
で
あ
っ
た
。
モ
ー
リ
ス
に

と
っ
て
、
人
間
は
、「
単
な

る
賃
金
を
受
け
取
る
動
物
」

で
は
な
く
、
そ
れ
を
「
支
払

う
動
物
」
で
も
な
く
、
商
品

を
「
生
産
し
交
換
す
る
」
関

係
で
も
な
か
っ
た
。
階
級
や

環
境
に
よ
ら
な
い
、「
共
通

の
人
間
性
」
に
属
す
る
共
に

働
く
者
（joint-w

orkers

）

白十字の会・定期読書会 

※時間帯変更のお知らせ※ 
 
 
 

対象回：第 4, 5 回（5, 6 月） 
【18～20 時前後】を予定 

 
理由：主催者の介護職員初任者研修受講のため 

 
 
 

主催：白十字キリスト教社会主義研究会 
 

Ｆ
Ⓠ
Ｄ
Ⓠ
モ
⒲
リ
ス
の
理
念
に
基
づ
く  

共
に
働
く
者
Ⓝjoint-

w
orkers

Ⓞ
の
共
同
体  

†祈々
の り の り

のことば†  
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｢

聖 き
よ

か
ら
ぬ
聖
徒｣

と
さ
れ
し
我
な
れ
ど 

神
の
言
葉
に
召
さ
れ
て
生
き
よ
う 

倉
井
香
矛
哉 

1 



  

	
 

告知	
 

	
 

ドストエフスキー読書会  
（第4回   白十字の会・定期読書会：キリスト教文学、社会評論）  

	
 
テキスト:ドストエフスキー『カラマーゾフの兄弟』  

（新潮文庫）  

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

日時：2017 年 5 月 27 日（土）18 時〜20 時	
 

	
 

場所：都内喫茶店を予定	
 

	
 

※	
 今回は、東急東横線沿線（都立大学〜自由が丘）の喫茶店での開催を予定しております。	
 

詳細は、書記長の倉井（独立系研究者）から参加希望者の皆様へ個別に連絡いたします。	
 

	
 

※本読書会は、学術的関心に基づく有志の集まりです。主催団体名に「キリスト教	
 

社会主義」と銘打っておりますが、「信仰の有無・教派の別」等は一切問いません。	
 

	
 

主催：白十字キリスト教社会主義研究会	
 

2017 年 4 月 29 日（土曜日） 第 5 号（月刊） 基督教友愛新聞 （２） 

【プログラム】	
 

	
 

開会	
 

倉井香矛哉「キリスト教社会主義概論４」	
 

参加者一同「ドストエフスキー読書会」	
 

休憩	
 

質疑応答、議論、問題提起	
 

閉会	
 

	
 

（全体で 2〜3時間程度を予定）	
 

【その他、参考図書】	
 

	
 

イマヌエル・カントの信仰的著作	
 

ヘーゲル『キリスト教の精神とその運命』	
 

ダーフィト・シュトラウス『イエスの生涯』	
 

フォイエルバッハ『キリスト教の本質』	
 

マルクス『資本論』	
 

カール・バルト、パウル・ティリッヒの各著作	
 

19 世紀英国における産業革命とキリスト教社会主義	
 

『新紀元』同人、賀川豊彦らのキリスト教社会主義	
 

内村鑑三、無教会の伝道者たち	
 

その他	
 

（順不同）	
 

	
 

（途中入退室可。会場は一般の喫茶店ですので、ご都合のよい時間帯にお越し下さい。） 
 


